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○ 北海道では、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法 

律」に基づき、感染症発生動向調査を実施しています。 

○ 令和７年（２０２５年）第５０週（令和７年１２月８日～１２月１４日）

において、苫小牧保健所管内の定点医療機関あたりの伝染性紅斑患者数が、

警報値基準である２人以上となったことから、まん延を防止するため警報

を発令します。 
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北海道胆振総合振興局保健環境部苫小牧地域保健室 健康推進課長 松野 

  （ＴＥＬ：０１４４－７７－９９４１） 

 

１２／１８（木）の発表 



伝染性紅斑警報の発令について（速報値） 

 

令和７年 12 月 18 日（木）15 時 00 分  

北海道胆振総合振興局保健環境部 

苫小牧地域保健室（北海道苫小牧保健所） 

 電 話：０１４４－７７－９９４１ 

 

 北海道では感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づき感染症発生動向調査を実施

しておりますが、令和７年（2025 年）第 50 週（令和７年 12 月８日～令和７年 12 月 14 日）において、苫小

牧保健所管内の定点医療機関当たりの患者報告数が、警報基準である 2 人以上となりましたので、まん延を

防止するため警報を発令します。 

記 

１ 定点医療機関当たりの患者報告数（第 50 週速報値） 

区分 苫小牧保健所 全  道 全  国 

1 定点医療機関当たりの患者数 3.00 人 集計中 集計中 

 

２ 伝染性紅斑とは 

  伝染性紅斑は、紅斑を主症状とする発疹性疾患で、両頬がリンゴのように赤くなることから、「リンゴ

病」と呼ばれることもあります。５歳から９歳までの子どもが多く発症し、まず、発熱などの風邪症状を

呈することが多く、その後、一週間程度してから頬に発疹が現れ、続いて手や足に発疹が見られます。 

 

３ 伝染性紅斑の感染予防 

  感染予防にはマスクや咳エチケット、手洗いが有効ですが、人に感染させる期間には特徴的な症状を示

さないので、日頃からの感染対策が重要です。 

  発疹が出現したときにはほとんど感染力がありませんので、二次感染防止策の必要はありません。 

  妊娠中の方は、伝染性紅斑に感染すると胎児に影響する可能性があります。流行期は風邪症状のある方

との接触、子どもとのキス、食事・食器の共有を避け、よく手を洗い、感染に注意してください。もし伝

染性紅斑と診断された方と接触してしまった場合や、感染を疑う症状がある場合は、医療機関に相談して

ください。 

 

４ 参考 

（１）最近 5 週間における定点医療機関当たりの患者報告数  ※（ ）内の表示は、「患者/定点」単位：人 

 

 

第 46 週 

(11/10～11/16) 

第 47 週 

(11/17～11/23) 

第 48 週 

(11/24～11/30) 

第 49 週 

(12/1～12/7) 

第 50 週 

(12/8～12/14) 

苫小牧保健所 4 ( 1.00)   9 ( 2.25)   3 ( 0.75)   7 ( 1.75) 12 ( 3.00)※ 

全 道 53 ( 0.52) 48 ( 0.48) 36 ( 0.36)     44（ 0.44） 集計中 

全 国 1,514 ( 0.64) 1,524 ( 0.65)   1,343（ 0.57） 集計中 集計中 

    ※第 50 週の患者報告数は速報値。 

    ※全道の伝染性紅斑流行情報は、北海道感染症情報センターのホームページで御覧になれます。 

   （https://www.iph.pref.hokkaido.jp/kansen/606/data.html） 

  

（２）伝染性紅斑警報とは 

 厚生労働省の感染症発生動向調査により、苫小牧保健所管内の小児科定点医療機関を受診した伝染

性紅斑患者数が警報の発令基準値に達した場合に発令します。 

警報は、大きな流行の発生や継続が疑われることを示しています。 

【発令基準】警 報：1 定点医療機関当たりの受診患者数が一週間で２人以上となった場合 

 ※ 警報発令後は 1 定点医療機関当たりの受診患者数が１以上であれば警報を継続 

 


